
ネ
パ
ー
ル
は
貧
し
い
国
と
い
わ
れ
る
。
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

は
四
四
億
ド
ル
、
国
民
一
人
あ
た
り
二
○
九
ド
ル
で
、
ア
ジ
ア
の

Ｃ
ｌ

な
か
で
も
最
低
位
に
あ
る
。
国
民
の
豊
か
さ
貧
し
さ
を
国
際
比
較

に
お
い
て
表
す
と
き
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
い
う
経
済
指
標
は
実
態
を
表
さ

本
ワ
』

な
い
場
合
が
あ
る
が
、
人
び
と
が
人
間
と
し
て
ど
ん
な
豊
か
な
暮

ら
し
方
が
で
き
て
い
る
か
を
数
値
で
表
す
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
、

国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
の
「
人
間
開
発
指
数
」
Ｈ
Ｄ
Ｉ
で

み
て
も
ネ
パ
ー
ル
は
○
・
三
七
八
で
世
界
第
一
五
二
位
の
低
位
に

＊
、
列

参
《
》
ヂ
（
》
◎

絶
対
的
貧
困
ラ
イ
ン
以
下
の
国
民
が
四
五
％
（
九
○
○
万
人
）
、

イ
ン
フ
レ
率
は
年
一
○
％
、
識
字
率
四
○
％
、
大
学
卒
業
者
○
・

八
三
％
、
適
切
な
医
療
に
あ
ず
か
れ
な
い
世
帯
が
五
分
の
三
、
な

泣
不
パ

内
田
正
夫

ｌ
は
じ
め
に －

ル
の
農
薬
問
題

和
光
大
学
教
員

ど
が
、
政
府
が
作
成
し
た
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
へ
の
報
告
書
Ｓ
震
ミ
ロ
ョ

ロ
応
ご
亀
号
ミ
範
ミ
詞
§
。
ご
己
呂
）
に
載
っ
て
い
る
数
字
で
あ
る
。
じ

っ
さ
い
は
都
市
と
農
村
な
ど
地
域
に
よ
る
格
差
が
激
し
く
、
事
実

は
お
そ
ら
く
も
っ
と
悪
い
だ
ろ
う
、
そ
も
そ
も
継
続
的
な
調
査
さ

申
ロ
ー

え
行
な
わ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
。

私
た
ち
の
訪
問
調
査
の
主
目
的
は
こ
の
国
の
教
育
事
情
を
知
る

こ
と
で
あ
る
が
、
教
育
の
背
景
を
な
す
社
会
の
あ
り
よ
う
、
人
び

と
の
暮
ら
し
の
あ
り
よ
う
を
知
る
こ
と
も
大
切
で
あ
ろ
う
。
ネ
パ

ー
ル
は
一
九
五
一
年
の
王
政
復
古
以
来
、
王
制
が
続
い
た
が
、
一

九
九
○
年
四
月
の
民
主
化
宣
言
に
よ
っ
て
、
立
憲
君
主
制
の
も
と
、

＊
Ｆ
Ｄ

議
会
制
民
主
主
義
に
移
行
し
た
。
し
か
し
、
貧
困
の
ほ
か
に
、
社

会
に
根
強
く
続
く
カ
ー
ス
ト
制
度
や
男
女
差
別
意
識
な
ど
が
あ
り
、

行
政
機
構
が
（
少
な
く
と
も
近
代
的
な
意
味
で
は
）
ス
ム
ー
ズ
に

機
能
し
な
い
こ
と
も
、
社
会
発
展
の
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
よ
う

う
ち
だ
。
ま
さ
お

研
究
の
関
心
領
域
は
環
境
問
題
と
現

境
科
学
の
歴
史
．
と
く
に
、
農
薬
な

ど
の
化
学
物
蘭
に
よ
る
環
境
や
食
品

の
汚
染
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
科
学

的
研
究
や
規
制
政
漿
、
世
輪
の
動
向

な
ど
の
歴
史
を
研
究
し
て
い
る
。

＊
１
総
務
庁
統
計
局
編
「
世
界
の

統
計
』
９
塁
（
一
九
九
八
年
四
月
）
に

よ
る
一
九
九
六
年
の
値
。
日
本
は
四

兆
六
○
○
○
億
ド
ル
、
一
人
あ
た
り

約
三
万
六
六
○
○
ド
ル
だ
か
ら
、
一

人
あ
た
り
で
ネ
パ
ー
ル
は
日
本
の
一

七
五
分
の
一
と
い
う
こ
と
に
な
る
．

ア
メ
リ
カ
は
七
兆
六
○
○
○
億
ド
ル
、

一
人
あ
た
り
約
二
万
八
四
○
○
ド
ル

で
あ
る
。

＊
２
通
貨
の
為
替
相
嶋
に
不
均
衡

が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
市
場
経
済
に
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だ
。
さ
ら
に
、
二
○
○
一
年
六
月
一
日
の
王
宮
に
お
け
る
銃
乱
射

事
件
以
後
、
政
情
が
い
っ
そ
う
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
行
政
が
う
ま
く
機
能
し
な
い
と
こ
ろ
へ
、
先
進

国
や
他
の
大
国
の
途
上
国
（
と
く
に
イ
ン
ド
）
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
流
入
し
て
く
る
。
そ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
で
あ
り
、

経
済
援
助
で
あ
り
、
資
本
で
あ
り
、
商
品
で
あ
り
、
消
費
生
活
で

あ
り
、
文
化
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
近
代
的
な
も
の
が
お
し
よ
せ
る
。

と
は
い
え
、
そ
れ
ら
を
買
う
に
は
お
金
が
い
る
か
ら
、
じ
つ
は
そ

の
よ
う
な
波
を
う
ま
く
取
り
入
れ
て
高
度
成
長
的
な
近
代
化
を
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
（
新
興
工
業
経
済
地
域
）

と
そ
れ
に
続
く
国
々
で
あ
り
、
む
し
ろ
ネ
パ
ー
ル
は
そ
の
よ
う
な

波
に
乗
る
こ
と
も
で
き
ず
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
、
国
際
的
観
光
国
で
も
あ
る
ネ
パ
ー
ル
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
流
入
す
る
。
私
は
こ
こ
で
ネ
パ
ー
ル
の
環
境
問
題
の
一
部

に
つ
い
て
述
べ
よ
う
と
思
う
の
だ
が
、
こ
の
国
の
環
境
問
題
も
、

事
態
の
進
行
に
社
会
の
し
く
み
が
対
応
で
き
な
い
で
い
る
状
況
か

ら
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
感
じ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
先

進
国
と
称
せ
ら
れ
る
わ
が
日
本
に
お
い
て
も
う
ま
く
対
応
で
き
て

い
る
と
は
言
い
難
い
の
だ
が
。

環
境
問
題
は
ど
こ
の
国
に
お
い
て
も
、
そ
の
地
域
の
自
然
と
社

会
の
し
く
み
へ
の
配
慮
を
欠
い
た
社
会
変
化
に
と
も
な
っ
て
生
じ

る
問
題
で
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
で
も
、
農
業
や
水
資
源
・
電
力
資
源

開
発
、
都
市
へ
の
人
口
集
中
な
ど
に
と
も
な
い
、
森
林
破
壊
や
都

市
公
害
な
ど
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
問
題
へ
の
対

応
の
難
し
さ
を
な
す
根
底
要
因
の
ひ
と
つ
が
、
低
い
Ｈ
Ｄ
Ｉ
で
表

さ
れ
る
よ
う
な
、
広
い
意
味
で
の
貧
困
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
私
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
農
薬
の
問
題
を
、
教
育

事
情
の
背
景
を
な
す
社
会
問
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
報
告
し
た
い
。

次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
偶
然
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
事
務
所
で
幾
人
か
の

専
門
家
の
話
を
き
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
の
方
々
の
話
と
文

献
資
料
か
ら
知
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

１
１
上
展
村
社
会
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｄ

一
九
九
九
年
二
月
二
五
日
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
到
着
し
て
最
初
の

晩
に
泊
っ
た
ホ
テ
ル
・
グ
リ
ニ
ッ
ジ
ビ
レ
ッ
ジ
は
パ
タ
ン
に
あ
る
。

パ
タ
ン
は
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
バ
グ
マ
テ
ィ
川
を
渡
っ
た
南
側
の
古

都
で
あ
る
。
行
政
上
は
別
の
市
で
あ
る
が
、
バ
グ
マ
テ
ィ
は
ガ
ン

ジ
ス
の
支
流
と
は
い
え
乾
季
の
せ
い
も
あ
っ
て
、
当
地
で
は
小
さ

な
流
れ
で
あ
る
か
ら
、
パ
タ
ン
は
カ
ト
マ
ン
ズ
と
ひ
と
つ
づ
き
の

市
街
を
な
し
て
い
る
。

翌
朝
ホ
テ
ル
の
近
所
を
散
歩
し
て
い
る
と
、
た
ま
た
ま
Ｐ
昌
①
『

さ
『
、
二
三
『
◎
コ
ョ
⑦
昌
煙
コ
ロ
ン
四
言
三
言
『
里
で
ｇ
言
と
詞
２
①
色
『
、
戸

團
局
員
。
．
画
己
ロ
①
く
①
－
８
ョ
①
貝
（
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
）
（
邦
訳
す
る

な
ら
、
環
境
・
農
業
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
）
と
い
う
表
札
を
か
か

げ
た
事
務
所
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
興
味
を
も
っ
て
、
「
ナ
マ
ス
テ

（
こ
ん
に
ち
は
）
」
と
言
い
な
が
ら
入
っ
て
い
っ
た
。
私
が
化
学
物

質
汚
染
に
よ
る
環
境
問
題
、
特
に
農
薬
問
題
に
関
心
を
も
っ
て
い

る
こ
と
を
告
げ
る
と
、
こ
の
事
務
所
の
デ
ィ
レ
ク
タ
で
あ
る
ミ
シ

組
み
込
ま
れ
な
い
価
値
生
産
が
無
視

さ
れ
る
た
め
実
態
を
表
さ
な
い
嶋
合

が
あ
る
．
ま
し
て
物
潤
的
価
値
以
外

の
斑
か
さ
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

＊
３
Ｈ
Ｄ
Ｉ
（
室
巨
ョ
自
己
２
厘
．
マ

ョ
。
昌
言
号
己
は
、
出
生
時
平
均
余
命
、

成
人
識
字
率
、
就
学
率
、
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
な
ど
を
勘
案
し
て
導
出
し
た
数
値
。

世
界
一
位
は
カ
ナ
ダ
で
○
・
九
六
○
、

日
本
は
第
八
位
で
○
・
九
四
○
（
一
九

九
五
年
）
。

＊
４
六
コ
目
雷
《
ｚ
、
い
，
己
ｃ
鉾

零
エ
臣
ョ
画
コ
ワ
⑬
く
こ
◎
ロ
ョ
⑮
昌
詞
、
で
。
三

弓
。
騨
弓
胃
国
言
曾
『
己
号
呈
で
＠
局
．
￥
言

い
○
鐘
『
琴
ユ
均
一
亀
葛
西
宝
亀
、
馬
踊
鈎
エ
菫
こ
ぅ
・
望
善

己
虜
ら
ご
扇
。
総
務
庁
統
帥
局
綱

（
伽
掲
獅
＊
’
三
｜
二
九
頁
に
よ
る
と
、

識
字
率
は
男
四
一
％
、
女
一
四
％
・

計
二
七
・
五
％
充
五
年
）
（
同
じ
統

計
で
日
本
は
九
九
・
八
％
（
九
○
年
）
）

で
あ
る
．
国
勢
社
編
「
世
界
国
勢
図

会
」
（
一
九
九
八
年
）
、
四
六
三
頁
に

よ
る
と
、
一
歳
未
満
乳
児
死
亡
率
は

千
人
当
た
り
八
五
（
九
六
年
）
（
日
本

は
四
）
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
で
乳
児
死

亡
率
が
高
い
国
は
パ
キ
ス
タ
ン
八
八
、

ラ
オ
ス
一
○
一
で
あ
る
。

＊
５
八
○
年
代
か
ら
九
○
年
代
初

め
ま
で
の
社
会
愉
勢
に
つ
い
て
は
、

山
本
真
弓
「
ネ
パ
ー
ル
人
の
藤
ら
し

と
政
治
」
中
公
新
掛
（
一
九
九
三
年
）

が
興
味
深
い
。
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ユ
ラ
氏
（
ロ
『
・
型
巨
碗
顔
昌
警
国
）
が
こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
や
ネ
パ
ー

ル
の
環
境
問
題
の
概
要
を
話
し
て
く
れ
、
つ
い
で
農
薬
や
ゴ
ミ
問

題
を
担
当
し
て
い
る
ウ
パ
デ
ィ
ァ
ャ
氏
（
ロ
『
・
ェ
自
侭
．
与
且
ご
“
旨
）

に
会
わ
せ
て
く
れ
た
。
い
た
だ
い
た
名
刺
に
よ
る
と
ウ
パ
デ
ィ
ア

ャ
氏
は
ネ
パ
ー
ル
農
業
経
済
学
会
の
会
長
で
も
あ
り
、
農
薬
問
題

を
含
め
て
、
こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
も
っ
と
も
主
要
な
活
動
で
あ
る
農
村

の
生
活
向
上
運
動
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
。

＊
《
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｄ

は
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
持
続
的
発
展
）

の
た
め
に
は
一
般
の
人
び
と
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
が
肝
要
で
あ
り
、

そ
れ
に
は
人
び
と
自
身
の
参
加
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
基
本
概
念

の
も
と
、
一
般
大
衆
の
教
育
と
自
覚
に
よ
っ
て
持
続
的
農
業
と
経

済
発
展
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ネ
パ
ー
ル
の
環
境
と
農
業
に
影
響

を
及
ぼ
す
開
発
政
策
の
研
究
と
地
域
社
会
の
持
続
的
経
済
開
発
計

画
を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

具
体
的
に
は
、

①
農
村
の
貧
困
の
軽
減
（
都
市
に
近
い
街
道
沿
い
の
村
で
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
の
野
菜
を
作
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
農
民
の
現
金
収

入
を
増
や
す
）
、

②
都
市
内
の
小
地
域
の
環
境
計
画
含
み
収
集
と
処
理
の
合
理

化
）
、

③
農
業
政
策
と
実
施
の
研
究
（
イ
ネ
の
収
量
減
少
の
原
因
研
究

と
、
地
域
社
会
に
よ
る
森
林
管
理
の
実
施
）
、

の
三
つ
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
地
域
の
人
び

と
へ
の
説
得
や
教
育
と
参
加
と
が
基
本
と
の
こ
と
で
あ
り
、
と
り

わ
け
女
性
の
参
加
が
決
定
的
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
農
薬
に
つ
い
て
は
、
あ
と
に
述
べ
る
よ
う
に
、
ネ
パ
ー

ル
全
体
と
し
て
の
使
用
量
は
多
い
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
規

制
も
知
識
も
不
足
し
て
い
る
た
め
に
、
危
険
な
農
薬
の
危
険
な
使

い
方
が
野
放
し
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

農
民
た
ち
の
間
で
は
今
日
農
薬
を
散
布
し
て
明
日
農
産
物
を
売
り

に
出
す
よ
う
な
こ
と
が
日
常
茶
飯
に
行
な
わ
れ
て
い
る
、
と
ウ
パ

＊
勺
ｊ

デ
ィ
ア
ヤ
氏
は
話
し
て
い
た
。

だ
か
ら
、
農
薬
の
危
険
の
な
い
有
機
栽
培
は
、
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｅ

Ｄ
の
農
村
経
済
開
発
の
戦
略
で
あ
る
付
加
価
値
の
高
い
作
物
を
作

る
こ
と
に
役
立
つ
わ
け
で
、
じ
っ
さ
い
先
述
の
農
産
物
は
一
～
二

割
高
く
売
れ
る
そ
う
だ
が
、
し
か
し
、
残
留
農
薬
問
題
そ
の
も
の

に
社
会
の
関
心
が
低
い
の
で
、
無
農
薬
だ
か
ら
需
要
が
高
い
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
ゴ
ミ
問
題
か
ら
カ
ト
マ
ン
ズ
の
人
口
集
中
と
都
市
イ

ン
フ
ラ
の
不
足
に
つ
い
て
も
若
干
の
話
を
き
い
た
が
、
当
方
が
農

薬
問
題
に
つ
い
て
も
う
少
し
聴
き
た
い
と
い
う
と
、
で
は
そ
の
専

門
家
の
昆
虫
学
者
を
、
と
い
う
わ
け
で
、
さ
ら
に
別
室
の
タ
パ
氏

（
ロ
『
・
雷
⑫
言
ョ
圏
．
弓
“
ｇ
に
引
き
会
わ
せ
て
く
れ
た
。
タ
パ
氏
は

若
い
学
者
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
む
か
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
。
ネ
パ
ー
ル
式
の
漉
厚
な
ミ
ル
ク
テ
ィ
を
ご
馳
走
に

な
り
な
が
ら
ネ
パ
ー
ル
の
農
業
病
害
虫
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る

か
な
ど
の
話
を
き
い
た
が
、
植
物
や
虫
の
名
前
な
ど
は
よ
く
わ
か

＊
８
口
画
冨
一
．
馬
色
色
．
ン
野
塞
ら
．
ミ

、
、
旦
胃
ミ
砧
、
ミ
雪
二
弓
ど
き
芝
、
、
ミ
．

旨
、
ｚ
・
乞
韻
。
こ
の
本
は
一
二
四
頁

の
小
冊
子
だ
が
、
政
府
の
国
家
計
画

委
員
会
環
境
保
護
戦
略
実
施
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
世
界
自
然

保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
と
に
よ
る

共
同
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
．

九
四
年
の
農
薬
法
施
行
以
前
に
番
か

れ
た
も
の
な
の
で
現
在
は
事
情
が
変

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
日
本
語
の
文
献
で
は
、
国
際

協
力
事
業
団
『
ネ
パ
ー
ル
王
国
平
成

８
年
度
食
糊
増
産
援
助
調
査
報
告
瞥
」

（
一
九
九
六
年
三
月
）
に
、
一
九
九
五

年
一
一
月
に
同
蛎
業
団
が
行
な
っ
た

調
査
の
う
ち
、
農
薬
の
使
用
状
況
に

＊
６
，
園
、
お
国
芽
、
寓
昌
詩

＊
７
こ
の
散
布
後
の
経
過
日
数
は

消
賀
者
の
口
に
入
る
残
留
農
薬
園
を

減
ら
す
た
め
に
亜
要
な
点
で
あ
る
．

た
と
え
ば
日
本
で
な
ら
、
イ
ネ
に
対

し
て
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
を
散
布
し
て

よ
い
の
は
収
穂
二
一
日
前
ま
で
、
な

ど
と
、
安
全
使
用
基
準
が
決
め
ら
れ

て
い
る
。

0”
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ら
な
か
っ
た
。
ま
も
な
く
私
た
ち
の
時
間
が
な
く
な
っ
た
の
で
、

後
日
も
う
一
度
お
邪
魔
す
る
こ
と
を
約
し
て
事
務
所
を
辞
し
た
。

ｌ
ネ
パ
ー
ル
の
農
薬
汚
染
問
題

数
日
後
の
三
月
二
日
、
私
は
約
束
し
て
い
た
時
刻
に
再
び
タ
パ

氏
を
訪
ね
た
。
彼
は
も
う
一
人
の
昆
虫
学
者
ネ
ゥ
パ
ン
氏

ｅ
『
之
２
冒
二
①
）
が
農
薬
に
詳
し
い
か
ら
と
、
そ
の
人
の
部
屋
へ

案
内
し
て
く
れ
た
。
先
日
ウ
パ
デ
ィ
ァ
ャ
氏
は
、
農
務
省
や
保
健

省
へ
行
っ
て
農
薬
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
て
も
、
ま
た
こ
こ
へ
戻

っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
よ
、
と
、
こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
人
材
を
誇
ら
し

げ
に
話
し
て
い
た
の
が
、
な
る
ほ
ど
と
思
わ
れ
た
。
こ
れ
は
逆
に

い
え
ば
政
府
に
人
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
日
は
約

一
時
間
半
を
か
け
て
、
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
農
薬
問
題
に
つ
い
て

か
な
り
ま
と
ま
っ
た
話
を
き
く
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
は
、
ネ
ウ

パ
ン
氏
の
話
と
、
氏
か
ら
教
示
さ
れ
て
入
手
し
た
本
そ
の
他
の
文

＊
《
局

献
か
ら
知
り
得
た
こ
と
で
あ
る
。

１
・
ネ
パ
ー
ル
の
農
薬
事
情

ネ
パ
ー
ル
で
の
農
薬
使
用
は
一
九
五
○
年
代
半
ば
に
マ
ラ
リ
ア

蚊
の
防
除
の
た
め
に
Ｄ
Ｄ
Ｔ
散
布
を
は
じ
め
た
の
が
最
初
で
あ
る
。

そ
の
後
、
有
機
塩
素
系
農
薬
の
残
留
性
が
問
題
と
さ
れ
て
殺
虫
剤

の
主
役
は
有
機
リ
ン
系
に
変
わ
り
（
六
○
年
代
）
、
さ
ら
に
カ
ー

バ
メ
イ
ト
系
（
七
○
年
代
）
な
ど
に
変
遷
し
、
現
在
の
防
疫
用
殺

虫
剤
に
は
合
成
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
系
が
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

ネ
パ
ー
ル
で
殺
虫
剤
が
農
業
用
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
六
○
年
代
後
半
か
ら
で
、
イ
ネ
や
コ
ム
ギ
の
高
収
量
品
種
の

＊
９

導
入
に
伴
っ
て
使
用
量
が
増
加
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
に
は
農
薬
の
原

体
（
農
薬
の
有
効
成
分
そ
の
も
の
）
を
生
産
す
る
化
学
工
場
は
一

つ
も
な
く
、
そ
れ
は
す
べ
て
欧
米
や
イ
ン
ド
な
ど
、
外
国
か
ら
輸

入
さ
れ
る
。
製
剤
工
場
は
唯
一
、
一
九
七
七
年
に
設
立
さ
れ
た

胃
冒
弓
①
吻
胃
亘
①
吻
画
且
９
の
目
８
冒
己
扁
旦
①
唖
専
〔
．
Ｆ
ａ
．
（
私
企

業
）
が
あ
り
、
原
体
を
輸
入
し
て
こ
こ
で
粉
剤
や
液
剤
に
加
工
し

た
も
の
も
ネ
パ
ー
ル
の
需
要
の
何
割
か
を
ま
か
な
っ
て
い
る
。

眉
『
冒
冒
『
の
言
冒
〔
ｎ
Ｃ
Ｓ
。
『
豊
。
。
（
Ａ
Ｉ
Ｃ
）
と
い
う
国
営
の
農

業
資
材
販
売
会
社
が
あ
っ
て
、
農
薬
は
こ
こ
か
ら
販
売
さ
れ
る
が
、

＊
１
０
Ｉ

農
民
は
小
売
商
店
か
ら
買
う
場
合
の
ほ
う
が
多
い
。

農
薬
使
用
量
の
統
計
は
ほ
と
ん
ど
な
い
に
等
し
い
ら
し
い
。
農

林
業
用
一
○
○
○
ト
ン
、
防
疫
用
五
六
○
ト
ン
（
年
間
）
と
い
う

数
字
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
事
実
を
表
し
て
い
る
の
か
分

＊
１
口
・
Ｉ

か
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ネ
パ
ー
ル
国
土
の
南
側
を
限
る
イ
ン

ド
と
の
国
境
は
実
際
上
あ
っ
て
無
き
が
ご
と
き
も
の
だ
か
ら
で
、

イ
ン
ド
人
は
事
実
上
往
来
自
由
で
、
イ
ン
ド
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

（
そ
の
多
く
が
粗
悪
で
危
険
な
）
農
薬
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
と

い
う
。
ネ
パ
ー
ル
国
土
の
南
部
三
分
の
一
は
タ
ラ
ィ
平
原
と
呼
ば

れ
る
亜
熱
帯
の
低
地
で
こ
こ
は
稲
作
が
多
く
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、

イ
ン
ド
と
接
す
る
こ
の
地
域
で
の
使
用
量
が
最
も
多
い
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。

つ
い
て
も
調
査
結
果
の
報
告
が
あ
る
。

後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
報
告
も

上
記
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
本
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
裏
簡
き
し
て
い
る
．

＊
９
た
だ
し
、
ネ
パ
Ｉ
ル
で
は
い

わ
ゆ
る
「
緑
の
革
命
」
が
イ
ン
ド
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
よ
う
に
強
く
推
進
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
が

在
来
の
農
業
の
あ
り
方
を
根
底
か
ら

掴
す
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
．

＊
脚
因
み
に
、
Ａ
Ｉ
Ｃ
は
ま
た
、

（
新
し
い
農
薬
法
施
行
後
の
）
農
薬
の

登
録
や
規
制
の
担
当
部
署
で
も
あ
り

扇
斎
言
◎
ョ
．
○
８
『
鴨
肴
ｅ
．
署
。
、
ミ

頁
、
、
亀
・
曼
具
憩
菖
ミ
号
ｎ
ｏ
ミ
、
ミ

・
気
・
ミ
曽
冒
冒
心
且
８
．
．
弓
。
国
昌
喜

、
『
ｃ
己
で
『
◎
罵
昌
冒
弓
、
。
巨
二
色
一
。
一
，
＠
少

弓
や
忍
‐
当
望
、
ま
た
化
学
肥
料
や
農

綴
具
の
輸
入
（
海
外
援
助
）
の
受
け

入
れ
と
配
布
の
窓
口
で
も
あ
る
（
国

際
協
力
事
業
団
、
前
掲
書
）
。
輸
入
・

販
売
を
行
な
う
機
関
が
同
時
に
規
制

担
当
機
関
で
も
あ
る
と
い
う
の
は
、

行
政
の
仕
組
み
と
し
て
い
さ
さ
か
未

熟
で
あ
る
よ
う
に
思
う
．

＊
ｕ
三
自
画
二
Ｇ
コ
胃
．
で
．
刃
．
↓
，
ン
ニ

ー
ヨ
弓
。
旦
匡
⑤
二
。
写
一
ｃ
－
Ｑ
ｎ
ヨ
ニ
コ
の
醤
二
○
画
。
『

画
弓
旦
言
三
里
ぞ
⑲
額
『
回
天
⑰
二
ｓ
宛
⑦
己
匡
。
ｎ

毛
○
℃
で
、
里
言
己
⑰
い
旨
ｚ
①
で
堅
舎
。
．

、
、
ミ
、
＆
言
彊
ミ
三
崎
曽
辱
、
亀
。
ご
ミ

ン
ミ
ミ
耐
鳥
営
為
亀
冒
昌
一
吝
鼻
匂
言
、
。
二

、
。
、
由
。
国
色
言
、
六
．
家
『
三
里
冨
宮
負
い
い
ぬ
輯

ｚ
ｏ
ご
⑱
ヨ
ヶ
④
『
一
℃
＠
劃
ご
ｚ
ｍ
で
一
。
Ｃ
ご

一
Ｃ
Ｃ
ｍ
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２
．
危
蔭
な
農
薬
が
い
ま
だ
に
使
用
さ
れ
て
い
る

Ｄ
Ｄ
Ｔ
や
Ｂ
Ｈ
Ｃ
、
ク
ロ
ル
デ
ン
、
ド
リ
ン
剤
な
ど
初
期
の
塩

素
系
殺
虫
剤
は
、
一
九
五
○
年
代
か
ら
そ
の
残
留
性
、
慢
性
毒
性

が
環
境
と
人
の
健
康
に
深
刻
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、
ま
た
、
次
い
で
あ
ら
わ
れ
た
パ
ラ
チ
オ
ン
な
ど
の
有
機

＊
１
２

リ
ン
系
殺
虫
剤
は
急
性
毒
性
の
強
い
危
険
な
農
薬
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
農
薬
の
不
適
切
な
使
用
に
よ
っ
て
、
害
虫
の
天
敵
を
も
い
っ

し
ょ
に
滅
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
り
、
害
虫
の
側
に
薬
剤
抵
抗
性
を
発

達
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
逆
に
害
虫
の
大
発
生
を
招
い
て
、
ま
す

ま
す
大
量
散
布
と
新
型
農
薬
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
悪
循

農
薬
を
規
制
す
る
法
律
は
最
近
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
。
民
主

化
後
の
一
九
九
一
年
に
農
薬
法
騨
ミ
ミ
鳥
堅
負
い
ミ
配
が
、
九
三

年
に
そ
の
施
行
規
則
悪
里
ミ
島
影
鷺
言
ご
昌
心
ｓ
ｏ
が
制
定
さ
れ
、

九
四
年
七
月
一
六
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
（
さ
ら
に
一
二
カ
月
の
猶

予
が
お
か
れ
た
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
誰
が
何
を
売
っ

て
も
よ
か
っ
た
農
薬
が
、
よ
う
や
く
、
輸
入
・
販
売
し
て
よ
い
農

薬
の
登
録
と
、
販
売
業
者
・
散
布
業
者
の
免
許
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
規
制
が
有
効
に
働
く
か
ど
う
か

は
こ
れ
か
ら
の
問
題
の
よ
う
で
あ
る
。
法
律
が
で
き
て
の
ち
事
態

が
ど
う
変
っ
た
か
、
ネ
ウ
パ
ン
氏
の
話
の
間
に
も
こ
の
新
法
の
こ

と
は
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
点
は
後
日
質
問
し
た
。

法
律
は
実
際
に
執
行
す
る
条
件
が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
絵
に
描
い

た
餅
な
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
問
題
点
を
具
体
的
に
み
て
い
く
。

＊
１
３

環
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
レ
ー
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の
『
沈

黙
の
春
」
（
一
九
六
二
）
の
衝
撃
を
受
け
、
先
進
国
で
は
こ
れ
ら
危

険
な
農
薬
の
多
く
が
七
○
年
代
は
じ
め
ま
で
に
使
用
禁
止
と
な
っ

た
。
農
薬
の
開
発
は
選
択
性
が
高
く
、
残
留
性
が
な
い
こ
と
を
よ

＊
・
’
４
．

り
い
っ
そ
う
追
求
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
農
薬
依
存
か
ら
の

＊
１
５

脱
却
を
目
指
す
農
業
の
方
向
が
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
。

殺
虫
剤
の
主
役
が
こ
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
の
は
世
界
共
通

＊
Ｉ
《
ｂ

の
こ
と
で
あ
る
が
、
途
上
国
で
は
旧
式
の
も
の
が
使
わ
れ
な
く
な

っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
先
進
国
と
違
う
。
南
の
途
上
国
で

は
そ
の
後
も
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
六
○
～
七
○
年
代
以
降
に
な
っ

て
こ
れ
ら
有
機
塩
素
系
を
含
む
農
薬
の
使
用
量
が
増
大
し
た
。

途
上
国
に
と
っ
て
こ
れ
に
は
経
済
的
な
魅
力
が
あ
る
。
先
進
国

か
ら
援
助
と
し
て
無
償
で
ま
た
は
格
安
に
購
入
で
き
、
自
国
内
生

産
の
た
め
に
は
特
許
期
限
が
切
れ
て
い
る
し
、
製
造
に
も
さ
ほ
ど

高
度
な
技
術
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。
あ
る
い
は
多
国
籍
化
学
企
業

の
現
地
工
場
で
製
造
さ
れ
る
。
面
倒
な
規
制
基
準
は
な
い
、
ま
た

は
あ
っ
て
も
適
用
を
免
れ
る
方
法
は
い
く
ら
で
も
あ
る
か
ら
、
工

場
の
安
全
管
理
や
残
留
農
薬
の
安
全
性
試
験
も
手
を
抜
け
ば
安
く

申
・
・
０
宇
伊

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
国
際
的
構
造
の
中
で
、
し
か
も
つ
い
数
年
前
ま
で

な
ん
の
法
規
制
の
な
か
っ
た
ネ
パ
ー
ル
で
は
あ
ら
ゆ
る
農
薬
が
で

ま
わ
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
「
い
た
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
Ｆ

ｐ
ｍ
冨
一
の
本
（
＊
８
）
の
付
表
３
「
ネ
パ
ー
ル
で
入
手
で
き
る
主

な
農
薬
」
の
リ
ス
ト
に
は
、
ア
ル
ド
リ
ン
、
ク
ロ
ル
デ
ン
、
Ｂ
Ｈ

＊
吃
た
と
え
ば
、
日
本
で
は
一
九

五
六
年
に
パ
ラ
チ
オ
ン
に
よ
る
中
毒

死
亡
者
と
自
他
殺
者
が
九
八
六
人
に

達
し
た
（
植
村
握
作
「
農
薬
滋
性
の

噸
典
」
三
省
堂
、
一
九
八
八
年
、
九

一
頁
）
。

＊
蝿
農
薬
の
淘
汰
圧
の
下
に
あ
る

害
虫
の
抵
抗
性
発
達
の
問
題
は
、
集

団
過
伝
学
の
適
用
に
よ
っ
て
解
析
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
り
選
択
性
の

高
い
薬
剤
を
開
発
す
る
こ
と
が
抵
抗

性
の
発
達
を
抑
え
る
方
法
に
な
る
が
、

そ
れ
と
て
も
比
較
的
と
い
う
問
題
で

し
か
な
い
。

＊
皿
選
択
性
が
高
い
（
つ
ま
り
標

的
生
物
だ
け
に
致
命
的
な
効
果
を
も

ち
、
他
の
生
物
に
は
害
を
与
え
な
い
）

こ
と
や
分
解
速
度
が
速
い
こ
と
が
望

ま
し
い
と
い
う
の
は
、
今
日
で
は
一

見
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
じ
つ
は
、
農
薬
開
発
の
初
期
に

あ
っ
て
は
そ
の
反
対
で
あ
っ
た
．
ど

ん
な
害
虫
に
で
も
き
く
「
万
能
薬
」

や
、
一
回
散
布
し
た
ら
効
き
目
が

「
長
持
ち
」
す
る
薬
剤
こ
そ
が
求
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
Ｄ
Ｄ
Ｔ
や
Ｂ
間
Ｃ

は
そ
の
願
い
通
り
の
薬
剤
だ
っ
た
。

そ
し
て
今
も
人
び
と
に
は
、
畏
持
ち

す
る
万
能
薬
を
求
め
る
気
持
ち
が
強

い
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

＊
焔
農
薬
依
存
か
ら
の
脱
却
を
め

ざ
す
農
業
と
は
、
忌
避
植
物
の
利
用

や
、
病
害
虫
に
強
い
品
翻
や
栽
培
時

期
の
選
択
、
偽
作
、
す
き
返
し
な
ど

－094



Ｃ
、
パ
ラ
チ
オ
ン
メ
チ
ル
、
パ
ラ
コ
ー
ト
な
ど
悪
名
高
い
も
の
を

含
め
て
原
体
名
で
四
四
種
、
製
剤
名
で
一
二
八
種
が
あ
が
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
が
す
べ
て
で
は
お
そ
ら
く
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
本
は

一
九
九
四
年
の
農
薬
法
施
行
前
に
智
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
法
施

行
後
、
一
九
九
七
年
二
月
ま
で
に
七
八
農
薬
が
登
録
を
受
け
、

そ
の
中
に
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
（
残
留
性
有
機
汚
染
物
質
）
は
含
ま
れ
て
い

＊
・
’
一
Ｈ

な
い
と
い
う
が
、
た
だ
、
法
律
は
で
き
て
も
そ
れ
が
実
際
に
機
能

す
る
か
ど
う
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
で
も
っ
と
も
大

量
に
使
わ
れ
る
の
は
安
く
て
効
き
目
の
強
い
Ｂ
Ｈ
Ｃ
粉
剤
で
あ
る
。

そ
し
て
Ｂ
Ｈ
Ｃ
は
、
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
を
中
心
と
し

て
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
二
○
○
一
年
五
月
二
二
日
に
採
択
さ
れ
た

＊
１
９

Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
規
制
条
約
の
、
対
象
一
二
物
質
に
は
含
ま
れ
て
な
い
。

新
し
い
農
薬
法
の
施
行
に
関
し
て
確
認
す
る
た
め
、
帰
国
後
、

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
の
タ
パ
氏
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
追
加
の
質
問
を
送
り
、

返
事
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
農
薬
法
と
そ
の
施
行
規

則
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
、
一
九
九
四
年
七
月
一
六
日
に
施
行
さ

れ
た
が
、
そ
の
効
果
の
ほ
ど
は
、
「
な
い
よ
り
ま
し
」
と
い
う
程

度
で
あ
る
。
農
薬
規
制
に
お
け
る
数
多
く
の
問
題
点
と
し
て
、
依

然
と
し
て
、
イ
ン
ド
国
境
か
ら
の
流
入
、
政
府
職
員
の
不
足
、
検

査
施
設
の
不
足
、
信
頼
性
の
あ
る
分
析
デ
ー
タ
や
残
留
研
究
の
不

足
な
ど
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
返
事
の
数
日
後
、
タ
パ
氏
か
ら
さ
ら
に
、
農
薬
法
に
し
た

が
っ
て
登
録
さ
れ
た
農
薬
の
リ
ス
ト
と
農
薬
汚
染
問
題
の
概
要
を

＊
２
０

述
べ
た
論
文
が
郵
便
で
届
い
た
。
リ
ス
ト
に
は
原
体
数
で
五
二
種

類
、
製
剤
数
で
一
二
二
種
類
の
農
薬
が
載
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

殺
虫
剤
が
二
四
原
体
、
七
八
製
剤
と
過
半
を
占
め
て
い
る
。
さ
す

が
に
パ
ラ
チ
オ
ン
の
よ
う
な
危
険
な
農
薬
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
ｈ
分
類
）

は
な
い
が
、
メ
チ
ル
パ
ラ
チ
オ
ン
を
は
じ
め
、
有
機
リ
ン
系
の
も

の
が
多
い
。
Ｄ
Ｄ
Ｔ
や
Ｂ
Ｈ
Ｃ
も
登
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
行
政

機
構
の
整
っ
て
い
な
い
状
況
で
、
こ
れ
ま
で
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に

使
わ
れ
て
い
た
こ
の
両
者
が
ほ
ん
と
う
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
と

は
思
わ
れ
な
い
。

タ
パ
氏
の
論
文
の
中
に
野
菜
の
残
留
農
薬
の
分
析
結
果
が
引
用

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
値
は
、
た
と
え
ば
カ
ブ
の
マ
ラ
チ
オ
ン
が

四
・
八
ｐ
ｐ
ｍ
（
日
本
の
残
留
基
準
は
○
・
五
）
、
フ
ェ
ニ
ト
ロ

チ
オ
ン
が
六
・
四
ｐ
ｐ
ｍ
（
日
本
は
基
準
な
し
、
ダ
イ
コ
ン
で

○
・
二
）
と
い
う
桁
の
数
字
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
九
二
年
の
分

析
で
、
三
一
検
体
の
う
ち
二
八
検
体
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｏ
基
準
を
超
え
る

量
が
検
出
さ
れ
た
と
あ
る
。
ま
た
穀
類
で
は
貯
蔵
中
の
害
虫
を
防

ぐ
た
め
に
貯
蔵
庫
や
製
粉
所
で
Ｄ
Ｄ
Ｔ
や
Ｂ
Ｈ
Ｃ
が
使
わ
れ
る
た

め
、
コ
ム
ギ
や
コ
メ
で
○
・
五
～
六
・
七
ｐ
ｐ
ｍ
も
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
や

Ｂ
Ｈ
Ｃ
が
検
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
例
も
載
っ
て
い
る
（
日
本
の

基
準
は
い
ず
れ
も
○
・
二
）
。
た
だ
し
こ
れ
は
八
八
年
の
報
告
で
、

そ
の
後
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
。

タ
パ
氏
は
論
文
の
最
後
に
勧
告
と
し
て
、
登
録
農
薬
を
も
っ
と

安
全
な
も
の
に
替
え
る
こ
と
、
販
売
者
・
農
民
ら
の
啓
蒙
・
自
覚

を
促
す
こ
と
、
検
査
と
記
録
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
法
の
確
実
な
執

行
と
検
疫
や
税
関
検
査
の
強
化
、
農
薬
以
外
の
防
除
法
の
開
発
、

の
耕
種
的
方
法
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

防
除
方
法
を
農
薬
と
も
組
み
合
わ
せ

て
総
合
的
に
活
用
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｍ
（
総

合
的
害
虫
管
理
）
に
向
か
っ
て
い
る
．

ま
た
そ
れ
は
病
害
虫
を
「
摸
滅
」
す

る
こ
と
を
目
指
す
の
で
は
な
く
経
済

的
に
害
に
な
ら
な
い
程
度
に
抑
制
す

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
「
管
理
」
と

い
う
考
え
方
へ
の
移
行
も
意
味
す
る

の
で
あ
る
。

＊
肥
途
上
国
は
農
薬
と
い
う
工
業

製
品
を
先
進
国
か
ら
買
う
側
で
あ
る

か
ら
、
先
進
国
で
の
流
れ
が
変
わ
れ

ば
、
途
上
国
も
そ
の
影
響
を
受
け
る
。

と
は
い
え
、
先
進
国
と
同
じ
方
向
へ
、

と
は
限
ら
な
い
．
む
し
ろ
、
そ
の
反

作
用
Ⅱ
と
ぱ
っ
ち
り
を
受
け
る
場
合

が
多
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
．

＊
Ⅳ
イ
ン
ド
．
ボ
パ
ー
ル
の
農
薬

工
場
爆
発
蛎
故
二
九
八
四
年
）
は

象
徴
的
で
あ
る
。

＊
肥
冨
昌
目
号
閏
（
前
掲
報
告
掛
＊

、
）
・

＊
⑲
朝
日
新
聞
、
二
○
○
一
年
五

月
二
三
日
．
Ｃ
ｚ
ｍ
ァ
宛
晋
・
ミ
ミ
蟇
、

言
蔚
畠
。
ご
喝
、
司
萱
、
ミ
ミ
之
翁
麺
。
ご
昌
言
蝿

ｎ
ｏ
ミ
ミ
ミ
馬
舂
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
●
二
・
ご
皇

儒
冒
与
国
言
昌
昌
言
菖
、
富
言
ヘ
ミ
膏
、

一
言
、
苛
言
宛
ミ
ョ
鴎
言
馬
『
再
昌
さ
誌
ミ

ン
ミ
さ
垂
。
弓
、
輪
里
亀
言
、
亀
、
亀
葛
⑮
垂
『

↑

ｏ
愚
回
昌
も
習
言
言
ミ
』
ｃ
ミ
言
三
募
呈

、
冒
吻
可
、
。
。
且
駒
硲
閏
さ
亭
之
菖
『
○
重
今
画
い
い
④

』
画
邑
匡
胄
瞠
一
ｃ
Ｃ
ｐ
ご
ｚ
ｍ
で
竃
⑱
？
五
画
、
⑥
卜
李

り
。
三
目
昌
号
画
『
の
前
掲
報
告
書
０



３
．
不
適
切
な
流
通
管
理

農
薬
の
種
類
が
旧
式
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
い
。
有
効
期
限
切

れ
と
い
う
の
も
あ
る
。
一
九
八
○
年
代
末
に
こ
の
よ
う
な
農
薬
の

＊
ザ
今
。
ｌ

処
分
問
題
が
も
ち
あ
が
っ
た
。
国
営
の
農
薬
販
売
会
社
Ａ
Ｉ
Ｃ
が

抱
え
る
期
限
切
れ
の
不
良
在
庫
が
百
数
十
ト
ン
あ
っ
て
、
そ
の
保

管
状
態
も
ひ
ど
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
八
八
年

に
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
か
ら
の
五
七
万
七
○
○
○
ド
ル

の
資
金
援
助
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
の
助
言
を
受
け
て
そ
の
処
分
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
処
分

方
法
も
ま
た
肯
首
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
Ａ
Ｉ
Ｃ
の
報
告

に
よ
れ
ば
、
二
三
ト
ン
は
ｚ
ｇ
堅
忍
豊
邑
久
云
社
に
払
い
下
げ
ら

れ
て
再
製
剤
さ
れ
、
一
○
ト
ン
は
農
民
に
配
布
さ
れ
、
七
○
ト
ン

は
散
布
さ
れ
た
り
埋
設
さ
れ
た
（
農
薬
と
し
て
散
布
使
用
さ
れ
た

の
で
は
な
く
、
ま
き
散
ら
す
こ
と
で
処
分
し
た
と
い
う
こ
と
の
よ

＊
少
』
少
』

う
で
あ
る
）
と
い
う
。
な
ん
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
大
半
が
環
境

中
に
放
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
処
分
」
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

毎
》
↓
（
》
。

さ
ら
に
他
の
二
六
・
五
ト
ン
は
セ
メ
ン
ト
キ
ル
ン
（
石
灰
石
を

焼
い
て
セ
メ
ン
ト
を
作
る
た
め
の
炉
）
で
焼
却
す
る
と
い
う
計
画

で
あ
っ
た
が
、
排
煙
な
ど
の
危
険
性
か
ら
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
は
じ

め
内
外
の
環
境
団
体
の
反
対
に
あ
っ
て
中
止
と
な
っ
た
。
先
進
国

の
高
性
能
炉
で
焼
却
す
る
こ
と
は
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
て
不
可
能

の
五
点
を
挙
げ
て
い
る
。

＊
２
３

で
あ
っ
た
。
結
局
こ
の
三
六
ト
ン
の
農
薬
は
二
八
一
本
の
ド
ラ
ム

缶
に
詰
め
て
、
Ａ
Ｉ
Ｃ
の
倉
庫
に
貯
蔵
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、
有
機
水
銀
剤
四
七
本
、
Ｂ
Ｈ
Ｃ
二
九
本
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ

一
六
本
、
エ
ン
ド
リ
ン
一
九
本
、
有
機
リ
ン
剤
二
三
本
、
マ
ン
コ

ゼ
ブ
ニ
五
本
、
不
明
（
有
機
塩
素
系
や
有
機
リ
ン
系
と
推
定
さ
れ

る
）
一
○
四
本
な
ど
を
含
む
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
焼
却
処
分
し
よ

う
と
し
た
も
の
は
明
ら
か
に
危
険
性
が
高
い
た
め
、
放
出
処
分
と

い
う
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
決
着
で

は
あ
っ
て
も
、
ド
ラ
ム
缶
に
詰
め
て
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
よ
い
こ
と
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
一
九
九
九
年
現
在
こ
の
ド

ラ
ム
缶
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
は
ネ
ウ
パ
ン
氏
に
お
聞
き
し
て
み

な
か
っ
た
。
そ
の
時
に
は
私
が
こ
の
事
件
の
詳
細
を
知
ら
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

最
近
の
二
○
○
一
年
一
○
月
、
国
際
環
境
保
謹
団
体
の
グ
リ
ｉ

ン
ピ
ー
ス
が
、
カ
ト
マ
ン
ズ
郊
外
の
国
立
農
業
研
究
所
の
倉
庫
で

輸
入
さ
れ
た
ま
ま
腐
食
し
て
い
た
容
器
内
の
農
薬
を
回
収
す
る
作

業
を
行
な
い
、
こ
れ
ら
を
安
全
に
撤
去
す
る
よ
う
先
進
国
の
大
使

申
少
与
１

館
に
要
求
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
知
っ
た
。

ロ
昌
巴
の
本
（
＊
８
）
に
よ
れ
ば
、
前
出
の
ネ
パ
ー
ル
唯
一
の
製
剤

工
場
Ｎ
Ｃ
Ｉ
が
製
造
す
る
農
薬
の
大
半
は
、
残
留
性
の
高
い
Ｂ
Ｈ

Ｃ
や
急
性
毒
性
の
強
い
メ
チ
ル
パ
ラ
チ
オ
ン
な
ど
先
進
国
で
は
と

っ
く
に
禁
止
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
日
本
で
は
い
ず
れ
も
一
九
七

一
年
に
登
録
失
効
）
。
こ
の
工
場
の
労
働
環
境
と
安
全
管
理
の
劣

悪
な
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
工
場
の
し
ご
と
は
、
外
国
か
ら

（
＊
ｕ
）
は
、
こ
の
一
連
の
交
渉
の
中

で
一
九
九
七
年
一
一
月
二
五
～
二
八

日
に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
開
か
れ
た

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
と

き
は
ネ
パ
ー
ル
か
ら
三
名
の
代
表
が

参
加
し
て
い
た
が
、
第
二
回
の
ナ
イ

ロ
ビ
会
識
に
は
参
加
し
て
い
な
い
。

二
○
○
一
年
五
月
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

で
の
調
印
会
綴
に
も
そ
の
参
加
国
リ

ス
ト
に
ネ
パ
ー
ル
の
名
は
見
あ
た
ら

な
い
Ｓ
ｚ
ｍ
壱
の
毛
呂
ペ
ー
ジ
言
看
如

三
号
肩
、
呂
名
為
三
貢
ぎ
ｓ
ｏ

＊
釦
宛
⑦
豐
言
ゴ
国
弓
言
睦
で
色
．
・
淺
二

。
ご
閏
く
宥
老
三
℃
罷
一
言
亘
⑦
や
。
－
盲
二
。
。
言

ｚ
ｏ
冒
一
ａ
ゞ
き
ミ
ご
ミ
ミ
ｚ
ｇ
ミ
、
馬

》
壬
。
、
二
句
一
二
『
言
、
兎
・
壽
］
－
０
哩
心

＊
別
以
下
の
記
述
は
。
鯵
冒
一
（
前
掲

香
＊
８
）
の
ほ
か
、
主
に
六
画
邑
里
．

六
＄
冒
す
力
．
．
鮮
三
ｃ
盲
。
ｚ
昌
冒
二

、
言
這
詮
媚
一
三
三
、
ミ
均
邑
言
。
ｚ
④
で
里
詞
ｃ
‐

日
ヨ
。
『
、
雪
二
ｓ
富
ヨ
⑰
三
里
」
◎
臣
ヨ
皇
０
詩
富
谷

弓
Ｃ
蝉
に
よ
る
。

＊
理
一
几
九
九
年
九
月
二
九
日
付

け
昏
尋
ミ
ミ
昌
専
葛
に
は
古
い
殺
虫

剤
を
森
林
内
に
廃
棄
処
分
す
る
と
い

う
政
府
案
に
対
し
て
地
元
住
民
が
抗

猫
し
た
と
い
う
記
邪
が
あ
る
（
野
外

科
学
㈱
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
言
ｇ
恥
ご

名
ぞ
署
些
信
昌
．
８
言
ヱ
リ
亜
引
）
。

＊
麓
総
量
の
推
定
は
一
時
五
○
ト

ン
に
修
正
さ
れ
、
そ
の
後
い
つ
の
ま

に
か
三
六
ト
ン
に
減
っ
た
（
昏
邑
異

前
掲
書
＊
釦
）

0％
－



輸
入
し
た
原
体
に
滑
石
粉
な
ど
の
不
活
性
成
分
を
混
ぜ
て
、
農
民

が
使
用
す
る
五
％
や
一
○
％
の
粉
剤
や
液
剤
に
加
工
す
る
こ
と
で

あ
る
。
労
働
者
は
手
ぬ
ぐ
い
一
枚
を
口
に
当
て
る
だ
け
で
、
一
○

○
％
ま
た
は
高
漉
度
の
原
体
を
取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し
て
お
り
、

工
場
の
床
に
は
粉
が
つ
も
っ
て
作
業
員
の
足
跡
が
無
数
に
つ
い
て

い
る
状
態
だ
と
報
告
さ
れ
た
。
一
年
の
う
ち
需
要
の
多
い
半
年
し

か
操
業
し
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
労
働
者
は
常
雇
い
で
は
な
い

の
だ
ろ
う
。
体
調
を
崩
せ
ば
休
ま
せ
、
病
気
に
な
れ
ば
金
を
与
え

て
病
院
へ
行
か
せ
る
の
だ
と
い
う
。

農
業
用
と
並
ぶ
大
口
の
殺
虫
剤
需
要
は
マ
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
と

す
る
昆
虫
媒
介
伝
染
病
の
防
疫
用
で
あ
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
ア
メ
リ
カ

の
援
助
を
受
け
て
展
開
さ
れ
た
マ
ラ
リ
ア
撲
滅
計
画
は
ネ
パ
ー
ル

＊
ソ
言
Ｊ

で
は
一
九
五
四
年
に
始
ま
っ
た
。
Ｄ
Ｄ
Ｔ
が
も
っ
と
も
盛
大
に
散

布
さ
れ
た
の
は
一
九
五
七
～
六
一
年
の
間
で
あ
る
。
六
○
年
代
に

は
マ
ラ
リ
ア
を
押
さ
え
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
か
に
見
え
た
が
、

殺
虫
剤
散
布
の
手
を
ゆ
る
め
る
と
マ
ラ
リ
ア
は
再
び
勢
力
を
盛
り

返
し
た
。
そ
の
間
に
蚊
の
方
は
薬
剤
に
対
す
る
錘
陛
汎
性
を
発
達
さ

せ
、
殺
虫
剤
の
効
か
な
い
虫
の
系
統
が
し
だ
い
に
増
え
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
殺
虫
剤
と
虫
と
の
イ
タ
チ
ご
っ
こ
が
続
き
、
今
も
マ
ラ

リ
ア
防
疫
の
た
め
の
殺
虫
剤
散
布
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
九
七
六
年
か
ら
九
二
年
の
統
計
に
よ
る
と
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
使
用
量
の

ピ
ー
ク
は
一
九
七
八
年
で
九
六
五
ト
ン
、
マ
ラ
チ
オ
ン
の
ピ
ー
ク

は
一
九
八
二
年
で
五
六
三
ト
ン
、
八
○
年
代
後
半
か
ら
は
ア
ク
テ

リ
ッ
ク
（
ピ
リ
ミ
ホ
ス
メ
チ
ル
）
に
変
わ
り
、
ピ
ー
ク
は
一
九
九

○
年
の
五
九
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

ネ
パ
ー
ル
南
部
の
タ
ラ
イ
平
原
は
四
○
年
前
に
は
亜
熱
帯
の
密

林
で
あ
り
、
マ
ラ
リ
ア
そ
の
他
の
伝
染
病
の
常
習
地
帯
だ
っ
た
た

め
、
少
数
の
先
住
民
し
か
住
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
地

域
の
森
林
を
伐
り
開
い
て
、
農
業
地
帯
に
変
え
る
こ
と
を
可
能
に

＊
ｚ
６

し
た
の
は
こ
の
殺
虫
剤
散
布
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
も
Ｗ
Ｈ
Ｏ

は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
各
地
で
マ
ラ
リ
ア
対
策
の
た
め
に
Ｄ
Ｄ

Ｔ
の
使
用
を
続
け
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
Ｗ
Ｗ
Ｆ
な
ど
の
環
境

本
Ｚ
７

保
護
団
体
は
農
薬
に
代
わ
る
方
法
を
採
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
。

ネ
パ
ー
ル
は
マ
ラ
リ
ア
対
策
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
使
用
を
八
九
年
を
最
後

に
う
ち
切
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
そ
の
ネ
パ
ー

ル
が
一
九
九
三
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
二
○
○
ト
ン
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を

輸
入
し
た
。
こ
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
は
マ
ラ
リ
ア
で
は
な
く
、
カ
ラ
ァ
ザ
ー

ル
（
マ
ラ
リ
ア
類
似
の
伝
染
病
）
対
策
に
使
う
の
だ
と
い
う
。
環

境
保
諏
派
か
ら
は
、
こ
れ
は
ネ
パ
ー
ル
が
、
援
助
と
い
う
名
目
で

時
代
遅
れ
と
な
っ
た
農
薬
の
ゴ
ミ
捨
て
場
に
さ
れ
た
の
だ
と
見
ら

＊
少
や
８

れ
て
い
る
。
米
欧
日
の
農
薬
会
社
が
、
国
内
で
は
禁
止
さ
れ
た
農

薬
を
規
制
の
弱
い
国
々
へ
輸
出
す
る
と
か
、
製
造
設
備
を
現
地
合

本
２
９

か
公
云
社
へ
輸
出
す
る
と
い
う
の
と
同
じ
よ
う
な
構
造
が
見
ら
れ
る
。

イ
ン
ド
は
一
九
九
○
年
に
、
農
業
用
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
使
用
は
禁
止
す

る
が
、
マ
ラ
リ
ア
防
疫
用
に
は
国
営
工
場
で
一
万
ト
ン
の
製
造
を

申
《
Ｊ
Ｏ

続
け
る
と
い
う
計
画
を
決
定
し
た
。
イ
ン
ド
ー
ネ
パ
ー
ル
国
境
に

お
け
る
自
由
通
行
か
ら
考
え
れ
ば
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
は
今
後
も
こ
の
国
に

＊
３
１

流
入
し
続
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

＊
塑
團
ミ
ミ
ミ
弓
ミ
蔦
一
畠
静
さ
計
魚

ぃ
ｇ
ミ
ミ
勇
言
冒
壼
毛
宅
毛
．
ｇ
邑
胃
ｇ
ｈ

ｏ
ョ
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、

有
槻
塩
素
や
有
機
水
銀
を
含
む
古
い

農
薬
が
、
ネ
パ
ー
ル
南
部
の
ア
ム
レ

ク
ガ
ン
ジ
に
五
○
ト
ン
、
カ
ト
マ
ン

ズ
に
五
ト
ン
、
総
計
七
○
ト
ン
以
上

確
認
さ
れ
て
い
る
（
云
冥
弓

豈
冒
シ
ミ
●
曽
舟
。
月
月
⑬
具
更
）
。
今
回

処
理
さ
れ
た
の
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の

も
の
で
あ
る
．

＊
路
殺
虫
剤
散
布
に
よ
る
マ
ラ
リ

ア
防
疫
事
業
が
泥
沼
化
す
る
危
険
の

あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
一
九
四
六
～

五
一
年
の
サ
ル
ジ
ニ
ァ
島
や
ギ
リ
シ

ア
で
の
苦
い
教
訓
を
持
っ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｗ

Ｈ
Ｏ
は
一
九
五
六
年
、
世
界
の
マ
ラ

リ
ア
撲
滅
作
戦
に
着
手
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
（
。
ｇ
号
弓
工
豐
１
８
冒

竜
ｃ
息
昌
さ
的
．
ミ
亀
言
、
昔
．
邑
彗
里
二
誉
ミ
ン

迂
冒
。
ご
↓
ミ
尋
、
誼
。
鞄
ミ
ミ
２
亀
胃
、

葛
さ
．
」
．
三
色
．
畠
．
壱
舅
も
ざ
ｌ
魁
錘

頁
）
。
マ
ラ
リ
ア
防
疫
の
歴
史
は
同
瞥

に
詳
し
い
が
、
ネ
パ
ー
ル
に
つ
い
て

の
記
述
は
、
摸
滅
計
画
の
失
敗
に
つ

い
て
、
「
ネ
パ
ー
ル
は
金
を
節
約
す
る

た
め
に
計
画
を
カ
ッ
ト
し
た
」
（
二
五

六
頁
）
と
の
一
行
の
み
で
あ
る
。

＊
妬
タ
ラ
ィ
平
原
の
開
墾
は
農
業

言

生
産
力
の
向
上
に
貢
献
し
た
が
、
一

方
、
森
林
面
積
は
激
減
し
、
野
生
生

物
は
チ
ト
ワ
ン
国
立
公
園
な
ど
の
小

地
域
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
”



４
．
農
民
に
よ
る
不
適
切
な
農
薬
使
用

図
ｌ
は
前
出
（
＊
８
）
で
ふ
れ
た
報
告
書
堅
曽
息
具
、
、
里
冒
号

＊
３
２

、
。
昏
昏
富
冒
之
§
ミ
の
第
三
章
の
挿
絵
で
あ
る
。

こ
の
章
は
研
究
チ
ー
ム
が
農
民
と
農
薬
小
売
業
者
と
に
対
し
て

行
な
っ
た
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
て
い
る
。
絵
の
中
、

右
手
に
か
が
ん
で
い
る
男
性
は
散
布
作
業
の
様
子
を
メ
モ
し
て
い

る
調
査
者
で
あ
ろ
う
。
こ
の
絵
は
、
そ
れ
を
意
図
し
て
描
か
れ
た

の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
農
薬
使
用
の

危
険
な
実
態
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
。

ま
ず
驚
く
の
は
、
赤
ん
坊
を
お
ぶ
っ
て
の
噴
霧
作
業
で
あ
る
。

マ
ス
ク
や
手
袋
も
つ
け
ず
、
裸
足
で
、
背
に
負
っ
た
赤
ん
坊
と
同

じ
肩
か
ら
農
薬
の
タ
ン
ク
を
掛
け
て
い
る
。
乳
幼
児
は
発
育
途
上

に
あ
っ
て
代
謝
が
盛
ん
で
あ
り
、
外
部
か
ら
の
侵
入
異
物
に
対
す

る
防
衛
機
能
が
未
熟
で
あ
る
等
々
の
理
由
か
ら
成
人
よ
り
も
毒
物

に
対
し
て
は
る
か
に
感
受
性
が
高
い
こ
と
は
、
近
年
、
環
境
ホ
ル

＊
３
Ｊ

モ
ン
ヘ
の
注
目
と
も
合
わ
せ
て
、
科
学
的
に
証
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

お
ま
け
に
こ
の
赤
ん
坊
は
、
直
接
暴
露
に
加
え
、
母
親
が
体
内
に

取
り
込
ん
だ
農
薬
を
胎
児
期
に
は
胎
盤
を
通
し
て
、
今
は
母
乳
を

通
し
て
受
け
取
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
科
学
的
知
識
を
持
た
な
く
と
も
、
毒
だ
と
い
う
意

識
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も
子
ど
も
を
遠
ざ
け
よ
う
と
す
る
は
ず
だ
。

散
布
作
業
の
終
わ
っ
た
後
、
こ
の
主
婦
は
手
足
や
衣
服
を
よ
く
洗

う
だ
ろ
う
か
。
水
汲
み
が
女
子
ど
も
の
家
事
労
働
の
最
大
の
も
の

の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
の
国
の
水
事
情
で
は
、
十
分
に
洗
い

流
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
女
性
に
過
剰
な
労
働
負
担
の
か

か
る
農
村
の
く
ら
し
と
い
う
点
に
加
え
て
、
こ
の
姿
は
農
薬
の
危

険
性
に
対
す
る
認
識
の
欠
如
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
絵
の
姿
が
ネ

パ
ー
ル
の
畑
に
お
け
る
ご
く
普
通
の
風
景
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、

農
薬
は
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
点
に
お
い
て
も
ひ
ど
く
不
適
切
な
使
い

方
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
推
測
が
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
本
に
示
さ
れ
た
聞

き
取
り
調
査
の
結
果
か
ら
も
、
ネ
ウ
パ
ン
氏
が
指
摘
す
る
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
南
ア
メ
リ
カ
な

＊
３
４

ど
世
界
の
他
の
地
域
で
も
同
じ
よ
う
な
姿
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
農
薬
は
作
物
の
状
況
と
薬
剤
の
特
性
を
よ
く
知
っ
て
、

適
切
な
時
機
に
適
切
な
薬
剤
を
適
切
な
方
法
で
使
わ
な
け
れ
ば
効

果
が
上
が
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
知
識
や
判
断
力
を
農
民
が
も
っ

て
い
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
。
こ
の
本
の
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
回
答
者
一
二
○
人
の
う
ち
、
農
薬
の
使
用
法
の
知
識
を
得
る

の
は
小
売
商
（
三
四
％
）
や
友
人
（
一
九
％
）
か
ら
と
い
う
回
答

が
も
っ
と
も
多
い
。
農
業
指
導
員
や
ラ
ジ
オ
／
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

い
う
答
え
は
そ
れ
ぞ
れ
一
○
％
前
後
し
か
な
い
。
で
、
そ
の
商
人

が
頼
り
に
な
る
な
ら
よ
い
が
、
小
売
業
者
を
対
象
と
し
た
調
査
の

方
で
は
、
彼
ら
の
五
四
％
が
農
薬
使
用
法
の
講
習
会
な
ど
に
一
度

も
参
加
し
た
こ
と
は
な
い
と
答
え
て
い
る
。

農
民
の
う
ち
五
九
％
は
ラ
ベ
ル
が
読
め
た
と
答
え
て
い
る
。
読

め
な
か
っ
た
方
の
四
一
％
の
理
由
は
、
非
識
字
（
三
五
％
）
、
外

国
語
だ
っ
た
か
ら
（
三
三
％
）
、
ラ
ベ
ル
が
付
い
て
な
か
っ
た
か

っ
た
。
ま
た
こ
の
地
域
に
は
イ
ン
ド

系
の
人
び
と
が
多
く
移
住
し
て
き
た

の
で
、
民
族
構
成
に
お
い
て
も
微
妙

な
影
響
が
あ
る
ら
し
い
。

＊
刀
乏
乏
詞
、
鍾
冒
号
・
今
夷
隅
◎
一
皇
晨

弓
⑦
ロ
ロ
『
ロ
一
行
ヨ
ョ
騨
刃
＠
行
昌
冒
砺

国
さ
ｇ
ぐ
雪
望
逗
画
雪
旦
エ
巨
言
国
ニ
エ
伶
堅
号
。
ｇ

－
ｃ
Ｃ
騨
言
一
宮
奎
毛
毛
乏
．
這
這
『
ｂ
ヨ
更

．
ｇ
ご
言
曾
遁
亀
冒
一
望
・
言
ヨ

＊
認
『
昌
弓
異
胄
．
シ
冒
昌
Ｐ
・
・
三
．
忌

口
⑦
画
旦
ご
ロ
。
夢
昌
さ
ヨ
罷
口
一
着
男
里
。
『

、
〆
凰
忌
匡
で
⑰
望
言
冨
湧
ヨ
ヱ
⑥
己
堅
・
ｇ

ｏ
苛
守
ミ
、
奄
亀
ミ
号
。
号
竜
邑
鱈
迂
ミ
．

い
（
唖
）
◆
一
。
＠
い

＊
沙
老
ユ
硬
言
ゞ
ン
昌
男
．
急
ぎ
胃
忌

ロ
。
男
吾
の
、
一
周
苛
画
⑥
函
言
》
『
琴
④
○
一
◎
ず
皇

口
髭
毎
ｍ
⑱
易
。
『
で
応
望
旨
己
⑦
勺
盲
昌
珍
・
．

。
ご
寺
ミ
、
曾
一
胃
言
詩
句
ミ
ミ
色
気
莞
ミ
．

全
今
。
弓
這
．
一
蝉
詞
ｇ
邑
皇
さ
写
さ
『

シ
Ｑ
ぐ
色
二
伶
興
ヨ
④
壽
講
ヨ
切
亀
③
画
の
④
画
。
Ｇ

、
こ
こ
ｎ
里
弓
貝
両
舞
、
弓
ミ
ミ
蝿
再
吾
秀

、
図
『
冨
号
両
吾
ミ
『
こ
ぎ
昌
員
駒
憩
ミ
閏

も
＆
‐
這
圏
◆
毛
三
雲
具
厨
ｇ
２
ｂ
信
一

９
口
言
望
口
。
届
二
℃
男
一
肴
匡
③
蝿
国
画
邑
。
⑱
Ｑ

国
昌
望
二
「
『
愚
８
●
ｇ
、
エ
之
匡
お
い
シ
で
呈

浄
這
遣
な
ど
。

＊
釦
こ
の
ほ
か
世
界
で
は
中
国
と

メ
キ
シ
コ
が
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
製
造
を
続
け

て
い
る
（
篁
旨
昌
箆
さ
画
昌
尹
酉
言
三
‐

旨
『
畠
ご
駕
。
『
ワ
ワ
ョ
急
、
１
乏
乏
エ

○
ミ
ざ
鼻
◆
旨
呂
鱈
曼
ら
ｇ
）
。
イ
ン
ド

の
九
五
／
九
六
年
度
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
生
産

量
は
推
定
四
四
○
○
ト
ン
で
あ
る
．

こ
の
他
、
イ
ン
ド
は
Ｂ
Ｈ
Ｃ
Ⅱ
二
万

－0％



ら
（
二
六
％
）
、
読
む
の
が
面
倒
だ
か
ら
（
六
％
）
と
な
っ
て
い

る
。
ラ
ベ
ル
が
読
め
た
五
九
％
と
い
う
数
字
は
都
市
部
を
含
め
た

政
府
公
表
の
識
字
率
（
＊
４
参
照
）
よ
り
は
る
か
に
高
く
、
こ
れ

は
少
々
謡
し
い
。
一
九
九
三
年
パ
キ
ス
タ
ン
の
農
村
で
の
あ
る
調

査
で
は
、
村
の
女
性
六
○
人
の
う
ち
、
た
だ
一
人
ラ
ベ
ル
が
「
読

め
た
」
と
答
え
た
人
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
人
は
「
悩
艘
マ
ー
ク
を

＊
３
５

見
て
危
険
物
だ
と
わ
か
っ
た
」
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

散
布
時
に
な
ん
ら
か
の
防
御
手
段
を
と
る
と
答
え
た
農
民
は
六

九
％
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
八
二
％
は
手
拭
い
一
枚
を
口
に
あ
て

図1農薬の散布作業図
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< 夢
る
だ
け
で
、
ゴ
ム
手
袋
は
三
○
％
、
長
袖
シ
ャ
シ
長
ズ
ボ
ン
は

二
％
、
長
靴
を
は
く
の
は
二
％
で
あ
っ
た
。
回
答
者
の
九
三
％
は

散
布
後
、
手
を
洗
う
と
答
え
て
い
る
の
で
、
安
全
の
た
め
に
な
ん

ら
か
の
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
は
い
る
と
い
う
。

死
亡
事
故
は
報
告
さ
れ
て
な
い
が
、
回
答
者
の
大
半
が
散
布
後
に

頭
痛
や
吐
き
気
、
発
疹
な
ど
な
ん
ら
か
の
異
常
を
感
じ
た
こ
と
が

あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
体
の
具
合
が
悪
く
て
も
病
院
に
い
か
な

い
し
、
そ
も
そ
も
農
村
に
は
ろ
く
に
病
院
が
な
い
の
だ
か
ら
腱
薬

＊
３
６

に
よ
る
健
康
被
害
の
統
計
資
料
は
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
。

SOul℃efASmdyof"s"bidGPo伽"onmNBpal
0UCNNepa1,1995)I).37

表1農薬散布時の防護対策

項目ye s n o不明

ゴーグル 018（）

マスク 1260

手袋 117（）

長袖シャツ 81 00

長靴 2 1 6 （ ）

作業服 117 0

農薬の倉庫保管 7 9 2

生活用水源以外での洗浄990

出典；国際協力耶業団『ネパール王国平成8年皮食柵墹厳援
助網査報告許』(1996年311)

ト
ン
（
推
定
）
、
エ
ン
ド
ス
ル
フ
ァ

ン
Ⅱ
七
○
○
○
ト
ン
等
々
、
合
計
八

万
六
○
○
○
ト
ン
を
生
産
し
て
い
る

（
葛
ン
雲
皇
で
画
ｇ
『
言
で
⑥
望
言
己
○
こ
め
①

匡
冨
員
ｐ
言
や
ミ
ロ
閏
↓
ｚ
ｏ
息
ョ
‐
胃
『
鈩

一
や
＠
つ
）
Ｊ

＊
劃
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
報
告
啓

冒
号
時
鷺
凰
畠
ゞ
、
。
身
。
ご
ミ
コ
ミ
ミ
電

（
己
湧
．
二
・
己
）
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
は

Ｄ
Ｄ
Ｔ
や
Ｂ
Ｈ
Ｃ
、
ク
ロ
ル
デ
ン
な

ど
の
残
留
性
農
薬
を
年
八
○
○
ト
ン

先
進
国
へ
輸
出
し
て
お
り
．
そ
れ
が

援
助
機
関
を
通
し
て
ネ
パ
ー
ル
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ
ン
へ
送

ら
れ
る
。
そ
の
他
、
禁
止
さ
れ
た
農

薬
が
穴
だ
ら
け
の
国
境
か
ら
ヤ
ミ
で

大
量
に
流
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
言
。
§
画
三
銭
。
『
團
冒
早

曾
ｇ
六
三
酉
Ｑ
滿
邑
８
房
・
雷
ミ
、
Ｓ
愚
置

爵
、
畠
．
、
．
這
麗
一
こ
こ
。
一
九
九
八

年
九
月
に
採
択
さ
れ
た
「
有
答
化
学

物
質
及
び
農
薬
の
国
際
取
引
に
お
け

る
事
前
承
認
制
度
（
里
Ｃ
『
旨
き
冒
一
ｇ

ｏ
ｏ
胃
①
三
（
国
Ｑ
）
」
、
お
よ
び
二
○

○
一
年
五
月
に
調
印
さ
れ
た
「
残
留

性
有
機
汚
染
物
質
令
○
忍
規
制
条

約
」
が
、
危
険
な
腱
薬
や
有
害
廃
棄

物
の
不
公
正
な
輸
出
（
Ⅱ
化
学
ゴ
ミ

の
押
し
つ
け
）
を
防
ぐ
の
に
有
効
な

手
だ
て
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

＊
詑
口
篁
邑
（
前
掲
書
＊
８
）

＊
調
た
と
え
ば
、
一
九
九
六
年
に

制
定
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
食
品
品
質

保
溌
法
Ｆ
Ｑ
Ｐ
Ａ
は
、
食
品
中
の
残



使
用
す
る
液
剤
の
薄
め
方
や
粉
剤
の
使
用
量
も
目
分
量
で
行
な

う
た
め
、
一
般
に
使
用
量
が
多
く
な
り
が
ち
で
、
指
定
漉
度
の
数

倍
の
渡
度
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

散
布
後
収
稚
ま
で
の
期
間
は
、
一
週
間
以
内
が
農
民
の
三
二
％
、

一
～
二
週
間
は
三
一
％
、
三
週
間
は
二
五
％
、
四
週
間
待
つ
者
は

二
％
、
五
週
間
は
一
％
し
か
い
な
い
と
い
う
回
答
で
あ
る
。
と

く
に
都
市
に
近
い
地
域
で
は
散
布
後
短
時
日
の
う
ち
に
出
荷
し
て

い
る
。
使
用
量
の
も
っ
と
も
多
い
Ｂ
Ｈ
Ｃ
粉
剤
は
分
解
し
に
く
く

非
常
に
長
期
に
残
留
す
る
と
は
い
え
、
風
雨
で
流
さ
れ
た
り
日
光

で
蒸
発
や
分
解
す
る
な
ど
し
て
、
作
物
残
留
量
は
時
間
と
と
も
に

減
少
す
る
の
で
、
散
布
後
の
経
過
日
数
は
重
要
で
あ
る
。
メ
チ
ル

パ
ラ
チ
オ
ン
は
分
解
速
度
が
比
較
的
速
い
の
で
、
こ
の
日
数
は
い

っ
そ
う
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
農
薬
自
体
の
毒
性
の

認
識
が
希
薄
な
ら
、
作
物
残
留
の
問
題
に
は
無
頓
着
で
あ
っ
て
当

然
だ
ろ
う
。

使
い
残
っ
た
農
薬
の
保
管
場
所
は
、
「
屋
内
の
鍵
の
か
か
る
戸

棚
」
四
七
％
「
鍵
の
か
か
る
物
置
」
一
六
％
だ
が
、
鍵
の
な
い
戸
棚

（
一
三
％
）
や
屋
外
（
二
四
％
）
と
い
う
回
答
も
あ
り
、
三
分
の
一

余
り
の
農
民
は
不
注
意
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
子
ど
も

本
心
＆
〒
ｆ

の
誤
飲
事
故
が
必
ず
起
こ
る
。
使
用
後
の
空
容
器
の
処
分
も
、
捨

て
た
（
四
六
％
）
（
農
村
に
ゴ
ミ
回
収
シ
ス
テ
ム
は
な
い
か
ら
、
捨

て
た
と
い
う
の
は
そ
の
辺
り
に
投
棄
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）
、

燃
や
し
た
（
二
六
％
）
、
埋
め
た
（
一
八
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
残
り

の
一
○
％
は
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
飲
料
水
や
食
用
油
の
容
器
と
し

５
．
家
庭
用
殺
虫
剤

農
業
以
外
の
場
面
で
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
マ
ラ
リ
ア
対
策
と

し
て
、
農
業
用
の
約
半
分
の
量
の
薬
剤
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
行
政
機
関
が
実
施
す
る
散
布
な
の
で
使
用
量
の
報
告
は
信
頼

性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
も
う
ひ
と
つ
気
に
な
る
の
は
、
家
庭
用
と
し

て
蚊
、
ハ
エ
、
ノ
ミ
、
シ
ラ
ミ
、
ゴ
キ
ブ
リ
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
に
対

て
使
っ
て
い
る
と
い
う
。
農
薬
は
つ
く
り
の
し
っ
か
り
し
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
そ
れ
は
貯
水

容
器
と
し
て
も
魅
力
的
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
い
く
ら
よ
く
洗
っ

た
と
し
て
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
表
面
に
吸
着
さ
れ
て
い
た
農
薬

が
徐
々
に
溶
出
し
て
く
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

人
の
健
康
に
対
す
る
急
性
の
危
険
に
つ
い
て
す
ら
こ
の
く
ら
い

の
認
識
だ
か
ら
、
非
標
的
生
物
に
対
す
る
影
響
や
、
土
壌
や
水
や

大
気
の
汚
染
、
そ
れ
を
通
し
て
生
態
系
へ
の
影
響
、
め
ぐ
り
め
ぐ

っ
て
ヒ
ト
へ
の
慢
性
的
影
響
に
つ
い
て
の
認
識
は
推
し
て
知
る
べ

し
で
あ
ろ
う
。
川
に
殺
虫
剤
を
流
す
密
漁
で
多
く
の
水
棲
生
物
が

死
ん
だ
り
、
そ
の
魚
を
食
べ
た
人
が
中
毒
し
た
り
、
チ
ト
ワ
ン
国

立
公
園
で
サ
イ
四
頭
が
死
ん
だ
事
件
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
貧

し
い
こ
の
国
で
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
輸
出
用
穀
物
農
場
や
多
国

籍
食
料
企
業
に
支
配
さ
れ
る
南
ア
メ
リ
カ
の
大
農
場
で
み
ら
れ
る

よ
う
な
大
量
散
布
は
な
い
の
で
、
農
薬
使
用
総
量
は
多
く
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
さ
し
あ
た
っ
て
第
一
の
問
題
は
農
民
と
都
市
消
費

者
の
健
康
の
問
題
で
あ
る
。

留
農
薬
や
添
加
物
か
ら
と
く
に
乳
幼

児
の
健
康
を
守
る
こ
と
を
眼
目
の
ひ

と
つ
と
し
て
い
る
。

＊
制
た
と
え
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

バ
ナ
ナ
農
園
に
お
け
る
農
薬
の
使
用

実
態
に
つ
い
て
、
鶴
見
良
行
「
バ
ナ

ナ
と
日
本
人
》
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
園
と

食
卓
の
あ
い
だ
」
（
岩
波
新
瞥
、
一
九

八
二
年
）
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
つ
い
て
、

田
坂
興
亜
「
ア
ジ
ア
輸
入
食
品
汚
染
」

（
家
の
光
協
会
、
一
九
九
一
年
）
、

ま
た
女
性
労
働
に
つ
い
て
、

詞
呂
噌
ョ
曽
旦
昌
一
く
３
．
．
毛
。
ョ
曾
鱈
且

悪
豊
‐
９
号
溌
言
尹
娩
胃
、
齢
ョ
冒
潰
コ
さ
『

ｎ
富
。
鴨
・
書
。
ご
言
票
餅
『
ミ
鳥

９
－
号
ミ
曽
、
、
．
全
豐
．
静
亘
・
ョ
胃
『

一
。
。
↑
Ｃ

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
、

ロ
旨
唾
虜
Ｆ
三
厘
目
￥
Ｑ
言
昌
言
輻

、
、
身
言
望
、
迂
重
ミ
禽
喜
ｐ
ミ
ミ

諄
皇
亀
号
菌
言
冒
一
言
エ
ョ
嫡
号
。
．

（
ご
己
ぐ
⑮
『
響
運
。
『
『
⑦
〆
驍
で
『
⑦
認
つ
ち
Ｃ
や
）
。

＊
謁
蟹
且
⑦
三
（
前
掲
證
文
＊
翌

＊
妬
国
際
協
力
事
業
団
（
前
掲
杏

＊
８
）
の
調
査
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
結

果
で
あ
る
。
調
査
し
た
二
一
戸
の
農

家
の
う
ち
一
八
戸
が
鵬
薬
を
使
用
し

て
い
る
が
、
普
及
側
か
ら
使
用
法
の

指
導
を
受
け
た
も
の
は
皆
無
、
販
売

業
者
か
ら
何
ら
か
の
指
導
を
受
け
た

農
家
は
八
戸
、
防
謹
は
表
ｌ
の
よ
う

に
ほ
と
ん
ど
マ
ス
ク
ー
手
ぬ
ぐ
い
一

枚
の
み
で
あ
る
。

＊
幻
因
み
に
、
記
録
に
残
る
歴
史

ﾉ”
－



し
て
用
い
ら
れ
る
殺
虫
剤
や
殺
鼠
剤
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
の

生
活
す
る
住
居
内
で
使
わ
れ
る
た
め
、
人
の
健
康
へ
の
影
響
が
量

本
細
８

の
割
に
大
き
い
。
ネ
ウ
パ
ン
氏
は
煕
蔑
ぢ
。
と
い
う
殺
虫
剤
が
一
般

的
で
、
ど
こ
で
も
売
っ
て
い
る
と
教
え
て
く
れ
た
。

そ
の
日
の
午
後
、
町
の
雑
貨
店
で
試
み
に
「
殺
虫
剤
の
バ
ィ
ゴ

ン
は
あ
る
か
」
と
尋
ね
て
み
る
と
、
店
員
は
日
本
で
ふ
つ
う
に
見

か
け
る
サ
イ
ズ
の
五
倍
く
ら
い
あ
り
そ
う
な
巨
大
な
ス
プ
レ
ー
缶

を
出
し
て
き
た
。
ド
イ
ツ
の
バ
イ
エ
ル
製
で
あ
る
。
説
明
書
き
は

ネ
パ
ー
ル
語
な
の
か
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
な
の
か
、
知
ら
な
い
文
字
で

読
め
な
か
っ
た
が
、
唯
一
、
｜
慶
呂
８
日
目
ｇ
ヨ
①
二
（
解
毒
剤
《
ア

ト
ロ
ピ
ン
）
と
だ
け
は
英
語
か
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
て
い
て
、
有

機
リ
ン
系
か
カ
ー
バ
メ
ィ
ト
系
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
帰

国
後
調
べ
た
ら
、
バ
イ
エ
ル
が
開
発
し
た
Ｐ
Ｈ
Ｃ
（
プ
ロ
ポ
キ
ス

ル
）
で
、
家
庭
用
は
バ
イ
ゴ
ン
と
い
う
名
で
発
売
さ
れ
て
い
る
ヵ

＊
Ｊ
９

１
バ
メ
イ
ト
系
の
韮
零
削
で
あ
っ
た
。

６
．
規
制
は
ほ
と
ん
ど
な
い

前
述
し
た
よ
う
に
農
薬
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
ま
だ
数
年
で
あ

＊
４
０

る
。
こ
の
法
律
と
施
行
規
則
は
ほ
ぼ
日
本
の
農
薬
取
締
法
（
一
九

四
八
年
）
に
相
当
し
、
農
薬
の
登
録
制
と
輸
入
・
製
造
・
販
売
・

散
布
業
の
免
許
制
度
を
規
定
し
た
も
の
で
、
実
施
の
た
め
の
農
薬

委
員
会
（
農
務
大
臣
を
長
と
す
る
二
人
の
委
員
か
ら
な
る
）
と

農
薬
登
録
局
、
農
薬
監
督
官
の
設
置
、
機
能
、
権
限
な
ど
を
定
め

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
っ
て
事
情
は
よ
く
な
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

残
念
な
が
ら
、
ネ
ウ
パ
ン
氏
の
話
の
様
子
で
は
前
に
述
べ
た
よ

う
な
危
険
な
事
情
は
あ
ま
り
改
善
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
法

律
は
原
則
を
定
め
た
だ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
を
執
行
す
る
た
め
に
は

行
政
機
構
、
人
材
、
施
設
が
必
要
だ
が
、
そ
の
ど
れ
も
が
と
て
も

不
十
分
な
状
態
だ
か
ら
だ
。
ま
ず
、
イ
ン
ド
か
ら
ま
っ
た
く
無
規

制
に
農
薬
が
流
入
し
て
い
る
こ
と
は
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
の
人
び
と

は
じ
め
い
く
つ
も
の
資
料
で
再
三
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
国
境
や
税

関
の
管
理
、
病
害
虫
を
持
ち
込
ま
な
い
た
め
の
検
疫
な
ど
の
整
備

が
必
要
だ
が
、
地
続
き
の
地
勢
の
た
め
に
困
難
な
う
え
、
人
手
と

資
金
が
な
い
と
い
う
。

法
律
は
農
薬
監
督
官
に
、
公
務
執
行
の
た
め
な
ら
い
つ
い
か
な

る
場
所
に
で
も
立
ち
入
り
、
当
該
物
件
を
差
し
押
さ
え
、
違
反
者

告
発
に
必
要
な
捜
査
を
で
き
る
と
い
う
強
い
権
限
を
与
え
て
い
る
。

し
か
し
、
全
国
に
監
督
官
を
配
置
す
る
に
は
少
な
く
と
も
七
○
人

＊
４
１

の
専
門
家
が
必
要
だ
と
い
う
が
、
そ
ん
な
人
材
は
い
な
い
し
、
そ

の
た
め
の
予
算
も
な
い
と
い
う
。

登
録
に
し
て
も
、
登
録
局
の
側
に
十
分
な
専
門
家
と
検
査
施
設

が
な
け
れ
ば
、
当
該
農
薬
の
性
質
に
つ
い
て
申
請
者
の
添
付
書
類

と
若
干
の
外
国
文
献
に
頼
る
以
外
は
、
科
学
的
検
討
ぬ
き
で
許
可

す
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
規
制
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に

は
、
安
全
使
用
基
準
、
環
境
基
準
、
残
留
基
準
な
ど
を
具
体
的
に

設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
だ
基
準
値
は
な
に
も
決
め
ら

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
と
て
人
材
と
資
金
が
な
け
れ
ば
、
外
国
で
作

上
腿
初
の
Ｄ
ｐ
Ｔ
の
犠
牲
者
は
、
西

ア
フ
リ
カ
の
一
歳
七
カ
月
の
幼
児
で
、

一
几
四
ｎ
年
八
月
二
二
日
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ

の
五
％
溶
液
一
オ
ン
ス
を
誤
飲
し
、

四
時
間
後
に
死
亡
し
た
（
六
．
戸
工
三

画
。
二
○
．
刃
。
亘
易
ｃ
舅
・
マ
ン
詞
罠
皇
、
畠
④
。
｛

ロ
・
ロ
・
『
・
で
◎
房
。
ご
冒
輌
ご
画
、
ご
Ｅ
・
呂

乏
ミ
ミ
殉
．
一
段
当
ｇ
，
勇
一
ゞ
這
念
）
。
た

だ
し
、
直
接
の
死
因
が
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
遜

性
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
は
な
ん
と

も
闘
え
な
い
。

＊
認
四
○
年
ほ
ど
前
に
は
日
本
で

も
．
年
末
の
大
掃
除
と
い
え
ば
一
日

陽
に
干
し
た
畳
の
下
に
盛
大
に
Ｄ
Ｄ

Ｔ
粉
を
撒
い
た
も
の
で
あ
る
。

＊
調
植
村
振
作
『
麗
薬
毒
性
辞
典
」

（
・
’
一
省
堂
．
一
九
八
八
年
）
。
こ
の

急
ン
昌
己
。
届
皿
昌
『
呂
旨
⑥
言
だ
け
が
英
語

（
ド
イ
ツ
譜
〉
で
伽
か
れ
て
い
る
の
は

何
故
だ
ろ
う
。
中
灘
の
鳩
合
の
治
擬

法
は
医
者
だ
け
が
わ
か
れ
ば
よ
い
と

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と

も
主
要
都
市
以
外
の
医
療
機
関
で
ア

ト
ロ
ピ
ン
の
在
庫
が
い
つ
で
も
あ
る

と
は
と
て
も
思
え
な
い
。
因
み
に
、

日
本
で
も
家
庭
用
殺
虫
剤
は
薬
事
法

の
医
薬
部
外
品
で
あ
っ
て
農
薬
取
締

法
の
対
象
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
ラ

ベ
ル
表
示
な
ど
に
問
題
が
あ
る
と
い

わ
れ
る
。

＊
㈹
口
筈
画
一
（
前
掲
謹
＊
８
）
、
九

三
’
一
○
○
頁
の
英
訳
に
よ
る

＊
似
胃
号
目
の
氏
談
。

＊
鯉
三
目
画
且
言
『
（
前
掲
報
告
宙
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農
薬
汚
染
問
題
の
改
善
を
進
め
る
た
め
に
は
国
民
の
八
○
％
を

占
め
る
農
民
が
、
最
低
限
、
使
用
説
明
書
を
理
解
で
き
て
そ
れ
に

し
た
が
っ
た
使
い
方
を
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
一
方
、

ら
れ
た
基
準
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
す
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

基
準
値
の
設
定
に
責
任
を
持
つ
機
関
は
、
ネ
パ
ー
ル
産
業
省
の

下
に
あ
る
計
量
標
準
局
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
前
掲
報
告

書
（
＊
ｕ
）
の
著
者
マ
ナ
ン
ダ
ル
氏
が
そ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
で
あ
る
。

同
局
で
分
析
で
き
る
項
目
が
こ
の
報
告
書
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
農
薬
類
は
な
い
。
Ｇ
Ｌ
Ｃ
（
ガ
ス
、
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ

ラ
フ
ィ
Ⅱ
微
量
の
有
機
化
合
物
の
分
析
に
必
要
な
基
本
的
装
置
）

＊
且
。
？
』

は
こ
れ
か
ら
整
備
す
る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。
基
準
値
設
定
の
た
め

に
も
実
際
の
汚
染
状
況
を
調
べ
る
た
め
に
も
、
精
密
な
化
学
分
析

装
置
を
具
え
た
検
査
施
設
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な

い
が
、
カ
ト
マ
ン
ズ
で
こ
の
程
度
な
ら
、
地
方
に
は
な
い
に
等
し

い
こ
と
だ
ろ
う
。
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
装
置
が
ネ
パ
ー
ル
全

国
に
何
台
く
ら
い
あ
る
か
ネ
ウ
パ
ン
氏
に
尋
ね
て
み
た
が
、
さ
あ

＊
↓
１

と
首
を
か
し
げ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
、
規
制
を
効
果
的
に
実
施
し
、
安
全
で
有
効
に
農
薬
を

使
う
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
国
民
の
意
識
の
向
上
が
前
提
と
な

る
。
だ
か
ら
、
製
造
者
、
販
売
者
、
農
民
、
消
費
者
、
の
無
知
と

無
関
心
が
最
大
の
問
題
な
の
だ
が
、
し
か
し
、
ま
た
そ
こ
に
こ
そ

改
善
へ
の
糸
口
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

７
．
今
後
の
方
向

「
ア
ジ
ア
の
教
育
ｌ
研
究
と
交
流
ｌ
」
チ
ー
ム
の
ネ
パ
ー
ル
訪

問
調
査
に
参
加
し
、
ほ
ん
の
一
週
間
ほ
ど
だ
が
、
こ
れ
ま
で
ヒ
マ

病
虫
害
を
防
ぐ
の
に
安
易
に
農
薬
に
頼
る
こ
と
は
か
え
っ
て
生
産

＊
４
４

量
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
政
府
も
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
の
よ

う
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
農
業
指
導
員
や
農
民
学
校
（
岳
目
吊
計
胃
冒
ｇ
）

を
通
し
て
、
適
し
た
作
物
種
、
耕
作
の
適
期
、
農
薬
の
適
切
な
使

用
法
な
ど
の
知
識
を
普
及
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
総
合
的
病

害
虫
管
理
（
Ｉ
Ｐ
Ｍ
）
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
農
民
自
身

が
学
び
、
研
究
す
る
資
質
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ネ
パ
ー
ル
の
人
口
は
現
在
二
三
○
○
万
。
年
増
加
率
二
・
五
％
・

ネ
パ
ー
ル
は
最
近
食
料
輸
出
国
か
ら
輸
入
国
に
転
落
し
た
。
こ
の

人
口
を
養
う
た
め
に
食
料
増
産
は
緊
要
な
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、

だ
か
ら
農
薬
を
撒
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
で
は
な
く
、
そ
の
た

め
に
こ
そ
、
農
薬
と
化
学
肥
料
の
大
量
投
入
に
頼
ら
な
い
、
健
全

な
農
業
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
い
わ
い
、
こ
の
国
の
農

業
は
大
地
主
や
多
国
籍
企
業
に
支
配
さ
れ
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
な
く
、
自
営
農
家
の
小
規
模
経
営
（
一
戸
あ
た
り
一
畑
足
ら

ず
）
で
あ
る
。
だ
か
ら
貧
し
い
の
で
は
あ
る
が
、
反
面
、
農
民
の

自
覚
と
工
夫
し
だ
い
で
改
善
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
い
え
る

＊
１
５

の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
基
本
的
な
こ
と
は
や
は
り
国
民
全
般
の
教
育
問
題
に

行
き
着
く
よ
う
で
あ
る
。

ｌ
む
す
び

＊
Ⅱ
）
・

＊
“
政
府
機
関
よ
り
も
環
境
測
定

を
業
務
と
す
る
外
国
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
な
ど
に
期
待
せ
ざ
る
を
え

な
い
だ
ろ
う
。

＊
“
一
重
８
号
雰
昌
の
言
①
冨
冒
、
⑱

宛
画
く
色
、
⑦
ゆ
め
冨
亘
⑰
で
色
ユ
ニ
琴
急
一
冨
萄
旬
竜
、
宛
閏
翰

吻
ミ
ミ
愚
．
弓
Ｃ
律
こ
い
ｑ
ｇ
Ｏ
く
①
目
將
ｇ

で
隅
一
言
昼
鴎
ロ
画
ヨ
画
函
ヨ
頤
号
①
ｎ
頁
ゼ

コ
。
ｇ
皇
旨
ユ
．
．
垂
言
包
之
奄
蓼
閏
”

一
Ｃ
Ｃ
Ｐ
○
い
』
劃

＊
妬
国
際
協
力
覗
業
団
（
前
掲
書

＊
８
）
に
よ
る
と
、
ネ
パ
ー
ル
政
府

の
援
助
要
請
も
、
尿
素
肥
料
四
万
ト

ン
、
リ
ン
安
肥
料
四
万
ト
ン
を
優
先

順
位
第
一
位
に
あ
げ
て
い
る
一
方
、

農
薬
は
要
諭
し
て
い
な
い
。
も
と
も

と
農
薬
の
禰
要
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な

く
、
イ
ン
ド
な
ど
か
ら
合
法
．
非
合

法
に
流
入
す
る
も
の
で
需
要
が
満
た

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
し
、
政
府

も
規
制
が
実
効
性
を
持
た
ず
危
険
な

実
態
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
Ｉ
Ｐ

Ｍ
の
方
向
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
あ
り
、
事
業
団
も
「
農

薬
そ
の
も
の
の
協
力
よ
り
も
農
家
に

対
す
る
安
全
使
用
教
育
の
徹
底
等
へ

の
協
力
が
先
決
と
考
え
ら
れ
る
」
と

結
證
し
て
い
る
。
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ラ
ャ
の
国
と
い
う
こ
と
以
外
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
国
を
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
機
会
と
し
て
こ
の
国
の
農
薬

汚
染
問
題
に
つ
い
て
こ
の
報
告
を
書
い
た
。
こ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
現
地
で
は
農
村
を
訪
れ
た
り
農
薬
散
布
の
現
場
な
ど
を
見
学

し
た
わ
け
で
は
な
く
、
険
し
い
尾
根
の
上
に
縞
模
様
を
描
く
棚
畑

や
曲
流
す
る
川
に
沿
っ
た
水
田
を
飛
行
機
の
窓
か
ら
見
た
こ
と
と
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
専
門
家
の
話
を
聞
い
た
こ
と
、
そ
れ
に
雑
貨
店
で
の
バ

イ
ゴ
ン
以
外
は
、
印
刷
物
、
そ
れ
も
英
語
で
書
か
れ
た
少
数
の
文

献
を
読
ん
で
得
た
知
識
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
国
の
土
を
踏

み
、
人
に
会
っ
た
こ
と
は
文
字
か
ら
得
る
知
識
を
具
体
的
な
も
の

に
す
る
。

ネ
パ
ー
ル
の
大
衆
の
生
活
は
近
代
科
学
技
術
の
恩
恵
に
ま
だ
十

分
に
浴
し
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
は
人
び
と
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
超
え
て
生
活
の
中
に
侵
入
し
て
く
る
。
農
薬
問
題
と

い
う
一
事
例
は
そ
の
こ
と
を
考
え
る
材
料
と
な
っ
た
。
ネ
ウ
パ
ン

氏
も
い
く
つ
か
の
文
献
の
著
者
た
ち
も
強
調
し
て
い
た
こ
と
は
、

農
民
を
は
じ
め
と
す
る
大
衆
の
啓
蒙
・
教
育
が
最
重
要
課
題
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
読
み
書
き
能
力
、
そ
し
て
そ
れ
を
前
提
と
し

た
論
理
的
思
考
力
と
い
う
国
民
の
知
的
基
盤
な
く
し
て
は
近
代
科

学
技
術
を
我
が
手
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
近
代
的
教
育
制
度
も
科
学
技
術
と
一
体
で
あ
る

べ
き
近
代
社
会
の
し
く
み
の
一
部
な
の
で
あ
る
。

ふ
っ
と
次
の
よ
う
な
逆
説
的
な
思
い
が
頭
を
か
す
め
る
こ
と
も

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
教
育
援
助
が
か
え
っ
て
人
び
と
の
階
層
間
格

差
を
拡
大
さ
せ
る
作
用
を
す
る
場
合
が
あ
り
う
る
、
と
す
る
な
ら
、

教
育
の
普
及
自
体
が
近
代
社
会
あ
る
い
は
先
進
国
か
ら
の
「
侵
入

者
」
と
い
う
面
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
わ
れ
た
り
も
す

る
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
近
代
化
は
国
の
外
で
待
っ
て
い
て
は
く
れ
な
い
。

否
応
な
し
に
こ
の
山
国
を
も
巻
き
込
む
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

近
代
的
教
育
制
度
と
い
う
し
く
み
も
い
っ
し
ょ
に
侵
入
し
て
く
れ

な
く
て
は
釣
り
合
い
が
取
れ
な
い
は
ず
だ
。
と
、
最
初
の
観
点
に

戻
る
の
で
あ
る
。

ネ
パ
ー
ル
は
東
南
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々
と
異
な
っ
て
、
歴
史

上
西
欧
列
強
や
日
本
の
激
し
い
収
奪
に
曝
さ
れ
た
時
代
は
な
か
っ

た
。
こ
の
人
び
と
が
、
人
間
的
な
暮
ら
し
を
科
学
技
術
に
よ
っ
て

撹
乱
さ
れ
る
こ
と
な
く
近
代
社
会
の
し
く
み
を
う
ま
く
取
り
込
ん

で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
苦
味
を
含
ん
だ
歴
史
を
も
つ
日
本

か
ら
願
う
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
訪
問
調
査
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
和
光

大
学
総
合
文
化
研
究
所
と
、
飛
び
込
み
の
訪
問
に
応
じ
て
く
だ
さ

っ
た
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

本
稿
は
「
ネ
パ
ー
ル
の
環
境
問
題
ｌ
農
薬
汚
染
問
題
を
中
心
に
ｌ
」

（
「
ネ
パ
ー
ル
の
生
活
・
教
育
と
未
来
」
和
光
大
学
総
合
文
化
研
究
所
Ｃ

系
「
ア
ジ
ア
の
教
育
ｌ
研
究
と
交
流
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
、
一
九

九
九
年
六
月
、
二
五
’
三
八
頁
）
に
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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